
参考資料6 「食事バランスガイド」のイラスト等の利用についてのガイドライン   

（1）ガイドライン作成の目的等  

「食事バランスガイド」は、生活者が自分自身の食生活を見直すきっかけになるも   
のとして、より多くの方々に活用されることを目的に作成された。多くの方々に活用   
されるためには、日々の食べ物を購入・消費する小売店、外食の場や栄養や健康に関   
する著作物等で活用される必要がある。  
一方で、「食事バランスガイド」の名称及びイラストについては、日本国の著作権法   
及び国際条約による著作権保護の対象となるものである。  
このようなことから、「食事バランスガイド」の趣旨に沿った使用がなされるよう、   
一定のガイドラインを示した上で、（5）に示す基本形及びそのバリエーションを自由   

に使用できるようにすることとした。  
なお、本ガイドラインは予告なく変更されることがある。   

く2）ガイドラインの内容   

① 色、形等については本報告書参考資料5で示した作図規程によるものとする。   

② 「食事バランスガイド」のイラストそのものがバランスのよい食事を取るための   
ガイドであることを踏まえ、コマ本体の主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物と  
いった料理区分及び料理区分の配置は変えないこととする。   
③「食事／くランスガイド」のイラストの変更を行う場合の留意点  

ア）コマ本体に挿入する料理例の差替え   

・コマ本体に挿入する料理例を差し替える際には、各料理区分ごとのサービング数  
及び各料理それぞれのサービング数を適正なものとすること。   
・対象者の総エネルギ「量（成人向けであれば、全体の料理で2，200kcal宇20  
0kcai）との整合性をはかり、栄養バランスという観点から、各料理区分ごとに  

入る料理の偏りがないこと。   
イ）「食事バランスガイド」のイラストの一部を使用   

・「食事バランスガイド」の趣旨を逸脱せず、一般に誤解を与えない範囲で使用する  
こと  
り）「食事バランスガイド」の作成趣旨に反しない範囲で、独白のキャッチフレーズ  

を付して使用   
・キャッチフレーズの大きさは名称のサイズよりも、大きくならないようにするこ  
と   

④「食事バランスガイド」の趣旨に合致しているか否か判断がつかない場合にl享、   

厚生労働省、農林水産省が設ける窓口にi）会社名、ii）代表者名または使用者名、   

Iii）使用者連絡先（住所、電話番号、FAX番号等）、iv）「食事バランスガイド」の   

使用目的、∨）「食事バランスガイド」の改変理由を明記した文書とともに、イラス   

トの改変内容を説明（可能な限り図示）したものを添付して相談すること。  

参考資料5 「食事′くランスガイド」のイラストの作図規程  

（1）「食事／くランスガイド」の形、色については以下のとおりとする。  
コマの上部の回転を表すラインについては、用途に合わせて任意で表記すること  
とする。  

3a  38  

6a  

（2）「食事バランスガイド」の字体について  イラストにおいて、“食事バランスガイド”と表記する際には、基本的にはロゴを   
使用することとする。  
なお、文章内で食事バランスガイドと示す際には、この限りではない8  
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② イラストのバリエーション  

1）縮小・簡易化／くターン（別紙1のとおり）  

2）モノクロ版（別紙2のとおり）   

3）料理区分の色を一部のみカラーとし、その他の部分をモノクロにした版（5パ  
ターン）（別紙3のとおり）  

4）配分／くターン（別紙4のとおり）   

＜参考＞イラストの一部を使用する例  

（3）「食事′くランスガイド」のイラスト構成   

① イラストの構成内容   

「食事／くランスガイド」のイラストは、以下の内容から構成される0  
ア 名称  
イ キャッチフレーズ  
ウ コマ本体  
工 運動  
オ 水－お茶  

カ ヒモ  

キ 料理区分  
ク 量  
ケ 量の表現例  
コ 料理例  
サ SVの解説  
シ 厚生労働省■農林水産省決定   

＜基本形＞  

ノj－－ホ■月藁  

蔀∴一凰慧芸憲  

野．＿．＿．＿＿陛   イ キャッチフレーズ  

食事バランスガイド  
あ なたの食事は大丈夫7   
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簿  毒  

縮小・簡易化パターン（別紙1）  

モノクロ版（別紙2）  

スガイド  

華SVとはサーピンク（凛乎の提供且の中心）の疇   



区分強調パターン（別紙3）  

A
0
0
 
 

配分パターン（別紙4）  



参考賓朋7イラストの中の料理のデータ及び食事恥基準との比較表  

料理区分     つ （SV）   
料理名  ＿し       コレス一 触繊維 食塩               エネルギー   た  んばくF  

（lcaり  ■  田  （t）   

主 食  めしS  188  29  3    0．1  0   0．02   0，01  0  8   0．3    0、0   

主 食  めしS  168   2．5   0．3   37．】  2g  3    0．†  0   0．82   0．Ol  0  0   0．3  0．0   

主 食  おにぎり（1個分）  170   2．7   0．ユ   37．5  50  6    0．2  12   0．02   0，02  0   0，6      0．7   

主 食  食バ  ン（6枚切り）  158   5．6  2．6   28．8  58  1丁    0．4  0   0．0ヰ   8．02  0  0   1．4      0．8   

主 食  2  かけうどん  40ヰ   13．4  l．ヰ   78．4   361  41    12  3   0．11   0．12  3   2．6  2，8   

副 菜  レク  スときゆうりのサラダ  53   0，7   4．3  3．6   174  15    0、2  27   0．04   0，02  10  0   0．9      0．3  

菜  2  野菜の煮しめ  134   丁．8   2．且   20．5   766  92    1．4  10－l   0．12   0．11  16  0   4，3  1．5  

菜  ほうれん耳のお渡し  22   ．2．8   0．4  2．9   516  41    l．8   280   0．09   0．17  28  2   2．2      0．6  

野菜のみそ汁  74   3．5   0．9   13．7   353  37    0．8  10   0．87   0．05  柑  0   2．0  1．8  菜  
きゆうりとわかめの酢の  3】   3．3  0．3  5．l     88   6丁    0．ユ  5：l   0．04   0．04  8  24  l．0  

菓    l                                     ’しl      ′1∴仁木lフL      ．：′′・・㌔J∵一   1りてJJトlニー   2．0        ム も  集  ヰ  帝位  自重■炊きさi：・     ∴ン▲    ■㌢ン1j主    く二細之    こポ墾    ・一q，2■】    吋      ■8        沃寮    禦耕陀  ．拡 J  盟  輔 ゝ1・1  嗣  茅甜 －せ■ら■    畷細 1；ヾ－‘‘！－ノ・√  増  照  
肇  菜  封  ：職’；3：  さ  亘撫  （・．j      盤纏    慈鰍    漬熟痛    胤    楓      監    詔        罰御1き ヽ・・・－iヾ’；小1J  ぷ  鎚  壌  増 誕  ∋蕗3 紬■－‘ヒ  胡 拍  諒闇ま ㍑欄頗現■－  笥 匁  
葦  

琵   琴   国  鞭皇  垣 う   

よ 
芦・．潔    概  ．対照 神目楔二・  ．U   離・揖や   紙、  盟 こ去；；訂左    ヽ≠・■ポi 擁離職    ． 胱1古寺】    J′．1rr． 
船具   ナJ √★  柑 粛瞳  団  描障 乙：壬一膏  ノ 

合計          2130   84．7   56．0   31ユ．8   38ヰ6  895    10．1   769   1．15   1．4ヰ  129    a58   20．8    に  2．†…   

減衰中の風土．「食馴貫取基準（2005年脹）」のレチノール当丘と比較するために                                ．五王  T増捕日本食品標準成分表の値を墓に        打出   
※※かけうどんの汁を2／3捜し、全体的にうす味にしたものとして井出した場合→食塩相当皿・9・毎  

男女が混在する18－69歳の集団における食事摂取基準の設定   

（kl）   t  （t）   

食射貫取基準（2005年版）  エネルギー   たんばく賀 四  脂F 田  炭水化物   カリウム （m▲I  カルシウム （ml）  鉄 （叩‘1  レチノール 当鮎 （｝l）  ビタミン8－ （mt）   ビタミンB2 （∩■）  ビタミンC （m■I  コレステ ロ－ル （m■）  食物粗沌 鹿丘 （l）  食堰 相当址 （l）   

推定平均必要丘EA貞  90  500  09  l．0   85  ．5  

推奨丘ROA  105  708  1．2  100  

目安丑Al  t600  700  2（】  

目標伍DG  2800  600  600未満   19  

上限丘UL   2．300  40．0  

推定平均必要丑〔AR   gO  550  85  ．5  

l   

105  ？50  1．4  100  

2．400  1600  gOO  24  

一－4 0  3000  650  600未満   20  
（◆差し引きによる）  

参考資料8成人一般向け活用部分で示した朝昼夕の食事例の栄養価  

食事例1  2200kcal  食事例2   2000kcal  食事例3   2400kcal  

食 事  主 食  剖 箪  主 菜  午札・1製品  異 観  朝 食  白匝・lせIi  ひじさの量Ill  目玉川ぎ  l    かんl劇 l  塁 食  白偵・lそl亨  2  烹スープl 烹ケラク ー  ソ〟・†～l乃 tI  チーユIlよl ）】・トlけl    夕 食  由雄・lセII  t  五月■！ 鑓，h▲エ〃捜しl  サ勇研き1月t ■毛織l乃Tl    Jんこ一l・l々1  合 計  ロ  t  l．5  口  ロ   食 事  主 食  副 菜  主菜  牛乳・乳監  果 鞠  朝負  食パ1停仰lよl  jll旧7ユーr l  目玉Ilさ  】  ヨークルー  l  lちこl■ I  室 員  スノ竹ゝテり皿2 けポ1月ン）  タよ如ンAl 雲サラダl    け十l挿 l    夕 食  白班・lセ†I 2  封柑－！ 〉hん量巾ねa．l  刀塩Ilほ 2 苓奴l乃丁】    ．力l人‖l  合 計  ロ  ロ  ■  ロ  ロ   
食 事  王 食  副 菜  主宰  牛丸・軋別品  主 物   
蛸 食  白亜小！挿  亡  ひじさ薫Il  t  8玉】lさ   t  小一い■ 1   

量 食  白It‖・tl盲  三  ソテー】  烹サラダl  ハンバーグ 1  ，lI】1－】Ill  

鼻肌山職■汁l  

夕 食  白描小2I盲 ！  ちモーlパラガスl  

諒中●lたl   

間 食  おにざり1■ l  

合 計   l   1   t   

＜摂取栄養価＞  ＜摂取栄養価＞  

栄養素等  朝 食  昼 食  夕 食  t8合五十   

エ車／しギー．．k甲】  635  ▲丁67  丁49  ＿＿，叩軍ほ1   

た左ばく質  【  柑l  26．8  26．5   7144 

脂 貨    g  ‖．ヰ  24．8  り．0   5  9．2   

炭水化物   t  19t■8  叩5＝写  1写卯  ＿亭2  

コレステロトール 汀嶋  2tq  1川  44  364 

カルシウム  m■  246  312  t4†  

鉄    m■  7．ヰ  t8  †・1  

lTtヰ    カリウム    ヱ  845  940  

ビタミンへ＿ 〃t  声38  429  72丁   

ビタミン巳1．＿汀帽  ＿‖q・23  0．ユ8  0．40   

ビタミン82  ヮg  qJ4  p■44  p・53   

ビタミンC．＿mt  39  47  57   

食塩相当丘  g  8．1  3．0  コ，0  

食物繊劇  t   6．†  4．5  】0－2   

たんばく環工手んキ’一比率 ～  【‖＿l．！・4  ！叫  ‖・2   13・3   

j≡■ 1  24．7  烈＝  2（り   2  

厳木化物叫んキ‘一旦寧J  由・寧  j8．，  65．4  6   

澱細工ネルキ■一比率 ～  52．9  48．3  44．9   47．7  

栄華兼等  朝食  昼 食  夕 食   帽合計   

畢．ネルぎ「＿．＿ bcal  508  ＿卓，8  844  1998   

た左鱒く鱒 ．．E  20．3  ，“亭ユ．0  33．0   丁6二3   

脂 質    丘  18．3  16．1  25．8   5g．4   

炭水化物   g  鱒．字  甲・4  り8・2  ？町8   

コレステロ‾ル 叩g  2卑2  42  鱒  ＿＿．＿ q29   

カルシウム  ＿汀帽  t9？  †8】  1？ブ   S55   

鍍   什帽  19  2．2  5．8   9．】   

カリウム    g  723  904  18コ8  3465   
ビタミン1  〃g  t95  早3丁  898  才一30   

ビタミン81 町‘  0▲早2  0．4】  0・18   

ビタ辛ンB2  mg  0・里  ．＿q・36  q・63  り3   

ビタミンC r‖   

食堰相当丘   f  2．6  2．6  3．7   8．9   

二 ′」 ■   1．9  5．8  g．8   20，5   

≒～ばくだエネルキ’－比率！・  l＆q  14．2  15・声   15，亭   

脂鱒工和キ「て比率 
炭水1ヒ物工叫キーー比率 5丁．9   

享受相エネルキーー比率 1  47．0  5且．3  39．8   4丁．6  

栄華栗等  朝 食  昼食  夕 食  †椚 食  1日合計   

エネルギ∵ 
Jこんばく寧．＿  g  18ニー  q2．3  写5・5  3．3   79．2   

脂 質    ■  1丁十1  3t．8  11．6  0．3   80．3   

炭水化物   g  ，＿！01ご8  1q8．7   」．2用  亭7．9  

コレステロール mE  210  137  58  8  405   

†2   730   

銭    叩  丁．4  2．9  1丁．5   

かノウム   ■  845  ＝朋  ＝6－  108  3568   
ビタミン（＋Jり  5：】8  1g3  32t；  鱒  ‖03   
ビタミン即  叫  0．2：】  0．83  0，34  0．0：】   t，23   

ビタミンB2 1．79   

ビタミンC．．中上  39  〇2  鱒  り  ．＿＿ 岬   
食填相当血   t  3．1  3．2  ヰ．4  0．5   1l．3   

食物繊柁  ■   8．7  5．9  8．9  0．丁   22．2   

窄んばく賞ユキルキーー比率ウ  1t．4  15．2  14．2  76  133   

脂畷申ルキ‘一埠牢，，羊  2ヰ．7  ヨ2．1  14．6  l．6  ＿＿＿ 写2・寧   

筑水化物エネルキ’－比率畢  83．早  52．1  7l．軍  90・8   寧3▲9   

頸エネルキ■一比率 †i  52．9  43．8  4¢．9  96．8   51．0  



（2）教育分野における推進  

国民一人一人とりわけ成長過程にある子どもたちが食生活の正   

しい理解と望ましい習慣を身につけられるよう，教員，学校栄養   

職員等を中心に家庭とも連携し，学校の教育活動を通じて発達段   

階に応じた食生活に関する指導を推進する。  

（3）食品産業分野における推進   

国民生活の変化等を背景とした食の外部化が進展しており，食   

品産業が国民の食生活に果たす役割が増大していることから，消   

費者の適切な選択に資するた軋 食品産業関係者を中心とする次   

の取組を総合的に推進する。   

ア 地域の産物，旬の素材を利用した料理や食品の提供   

イ 減塩，低月旨肪の料理や食品の提供  

ク 容器等を工夫して量の選択ができるような料理や食品の提供   

エ エネルギー，栄養素等の情報の提供   

オ 様々な人達が楽しく安心して交流できる場づくりや体験・見   

学等の機会の提供の推進  

（4）農林漁業分野における推進   

消費者や実需者のニーズに即した食料供給を一層推進するとと   

もに，消費者の食及び農林漁業に対する理解を深めるため，農林   

漁業の体験や見学等の場の提供に関して農林漁業関係者を中心と   

する取組を総合的に推進する。  

2 食生活指針等の普及・定着に向けての国民的運動の展開   

食生活指針等の普及・定着及び消費者の食生活改善への取組を  

促すため，民間団体等の自主的な活動とも連携して，国民的な運   

動を展開する。  

参考資料9 食生活指針  

食生活指針の推進について  

12年3月 
24   

最近の我が国における食生活は，健康・栄養についての適正な情  

報の不足，食習慣の乱れ，食料の海外依存，食べ残しや食品の廃棄  

の増加等により，栄養バランスの偏り，生活習慣病の増札食料自  

給率の低下，食料資源の浪費等の問題が生じている。   

このような事態に対処して，国民の健康の増進，生活の質の向上  

及び食料の安定供給の確保を図るため，別添の食生活指針について，  

国民各層の理解と実践を促進することとし，政府としては，特に，  

下記の事項について重点的な推進を図るものとする。  

記   

1食生活指針等の普及・定着に向けた各分野における取組の推進  

（1）食生活改善分野における推進   

生活習慣病の増加や食生活の多様化が進む現状を踏まえ，健康   

づくりや生活の質の向上のために，国民一人一人が食生活の改善   

に取り組めるよう，栄養士その他の食生活改善関係者を中心とす   

る次の取組を総合的に推進する。   

ア 適正な栄養・食生活に関する知識の普及   

イ 健康で主体的な食習慣の形成を目指した働きかけ   

り 地域や，各ライフステージの特徴に応じた栄養教育の展開   

工 栄養成分表示の普及をはじめとした食環境の整備  

53   52  



（別添）  

食生活指針の実践  食生活指針  食生活指針の実践  食生活指針   

・心とからだにおいしい食事を、味わって食べまし   

ょう。  

・毎日の食事で、健康寿命をのばしましょう。  

・家族の団らんや人との交流を大切に、また、食事   

づくりに参加しましょう。  

食事を楽しみましょう。  

適正体重を知り、日々の活動に見合った食 事量を。  
・太ってきたかなと感じたら、体重を量りましょう。  

・普段から意1放して身体を動かすようにしましょ   

う。  

・美しさは健康から。無理な減量はやめましょう。  

・しっかりかんで、ゆっくり食べましょう。  

・地域の産物や旬の素材を使うとともに、行事食を  

取り入れながら、自然の恵みや四季の変化を楽し   

みましょう。  

・食文化を大切にして、日々の食生活に活かしまし   

ょう。  

・食材に関する知織や料理技術を身につけましょ   

う。  

・ときには新しい料理を作ってみましょう。  

・買いすぎ、作りすぎに注意して、食べ残しのない  

適量を心がけましょう。  

・賞味期限や消費期限を考えて利用しましょう。  

・定期的に冷蔵庫の中身や家庭内の食材を点検し、  

献立を工夫して食べましょう。  

・自分の晦康目標をつくり、食生活を点検する習慣  

を持ちましょう。  

・家族や仲間と、食生活を考えたり、話し合ったり   

してみましょう。  

・学校や家庭で食生活の正しい理解や望ましい習慣  

を身につけましょう。  

・子どものころから、食生活を大切にしましょう。  

・朝食で、いきいきした1日を始めましょう。  

・夜食や間食はとりすぎないようにしましょう。  

・飲酒はほどほどにしましょう。  

・多様な食品を組み合わせましょう。  

・調理方法が偏らないようにしましょう。  

・手作りと外食や加工食品・調理食品を上手に組み   

合わせましょう。  

・穀頬を毎食とって、糖質からのエネルギー摂取を   

適正に保ちましょう。  

・日本の気候■風土に適している米などの穀類を利   

用しましょう。  

・たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラ   

ル、食物繊維をとりましょう。  

・牛乳・乳製品、緑黄色野菜、豆頬、小魚などで、   

カルシウムを十分にとりましょう。  

・塩辛い食品を控えめに、食塩は1日10g未満に   

しましょう。  

・脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂   

肪をバランスよくとりましょう。  

・栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぷ習慣を身   

につけましょう。  

1日の食事のリズムから、健やかな生活リ ズムを。  食文化や地域の産物を活かし、ときには新  

しい料理も。  

主食、主菜、副菜を基本に、食事の／ミラン スを。  

ごはんなどの穀類をしっかりと。  

調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少な  

く。  

野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚など  

も組み合わせて。  

自分の食生活を見直してみましょう。  

食塩や脂肪は控えめに。  

文部省決定，厚生省決定，農林水産省決定  
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（別 添）  参考資料10 フードガイド（仮称）検討会開催要領  

平成16 年12 月  
厚生労働省健康局  

農林水産省消費・安全局  

1 趣 旨   

平成12年3月に文部省、厚生省、農林水産省により「食生活指針」が策定され、   

食に携わる関係者の取組方針を定めた「食生活指針の推進について」が閣言義決定さ   

れるなど、心身ともに健康で豊かな食生活の実現に向けた普及・啓発に努めてきた   

ところである。  

しかし、肥満の増大、外食における野菜摂取不足、食塩・脂肪のとり過ぎ、外食   

機会の増加等が見られ、食生活の改善を行う上で「何を」「どれだけ」食べればよ   
いのかといった食事（食品）選択場面でのわかりやすい情報提供が必要となってき   

ている。食生活指針は広く一般国民に対するスローガンを示したものであり、個々   

人の食生活改善への実践に向けては、個々の食生活の問題点が把握でき、具体的な   

行動変容に結びつく情報の提供が急務である。とりわけ、30～60歳代男性の3   

割が肥満である状況を改善に導くこと、単身者や子育てを担う世代への正しい栄   

養・食生活に関する知識の普及が緊急の課題である。  

このため、「フードガイド（仮称）検討会」を設置し、個々人が食生活の問題点   

を把握でき、具体的な行動変容に結びつけるためのわかりやすく魅力的でかつ適切   

な食生活を実践できる媒体となり、また外食におけるメニュー、小売店等の売場、   

食品のパッケージなどにおいても利用できるフードガイド（仮称）の策定等につい   

て、食育の推進、日本人の食事摂取基準の改定及び食料・農業・農村基本計画の改   

定の状況も踏まえつつ、検討を行うこととする。   

2 検討事項   

く1）フードガイド（仮称）を構成する内容について  

（2）食品産業での具体的普及・啓発方法について  

（3）その他関連する事項  

なお、別途設置する作業部会の報告に基づき、検討を行うものとする。   

3 構成・運営  

（1）検討会は、厚生労働省健康局長及び農林水産省消費・安全局長が委嘱する学識  

経験者、食品産業関係者等をもって構成する。  

（2）検討会の座長は、委員の互選により選任する。  

（3）この要令引こ定めるものの他、検討会の運営に関し必要な事項は座長が厚生労働  

省健康局長及び農林水産省消費・安全局長と協議の上定める。   

4 事務局  

検討会の事務局は、厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室及び農林水産省消   

費・安全局消費者情報官に置く。  

フードガイド（仮称）検討会委員名簿  

伊藤 俊一   社団法人日本フードサービス協会会員企業・  

株式会社ジョナサン広報担当  

伊藤 康幸  社団法人日本フランチャイズチェーン協会CVS担当部長・株式会社ロー  

ソンFCサポートステーションシニアリーダー  

尾坂 昇治  株式会社シナジー代表取締役  

武見 ゆかり  女子栄養大学栄養学部教授  

田中 清三  全国飲食業生活衛生同業組合連合会会長  

津志田藤二郎 独立行政法人食品総合研究所食品機能部長  

中村 丁次  社団法人日本栄養士会会長  

永田 浩三   日本放送協会番組制作局情報番組センター部長  

（～平成17年5月31日）  

遠藤 景子  日本放送協会番組制作局情報番組センター部長  

（平成17年6月1日～）  

服部 幸應   学校法人服部学園理事長  

早渕 仁美   福岡女子大学人間環境学部教授  

針谷 順子  高知大学教育学部教授  

松谷 満子   財団法人日本食生活協会会長  
宮Jtt 誠一   日本スーパーマーケット協会販売促進委員会委員・  

株式会社ライフコーポレーション首都圏販売促進部首都圏  

販売演出課長  

横田 倫子  

吉池 信男  

消費科学連合会企画委員  

独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画■評価主幹（座長）  
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参考資料12 検討経緯  
参考資料11 フードガイド（仮称）策定検討作業部会設置要領  

平 成16 年12 月  
厚生労働省健康居総務課  

生活習 慣病 対策室  

農林水産省消費■安全局  

消 費 者 情 報 官  

1 趣し▼ 旨  

フードガイド（仮称）検討会の効率的な運営を図るため、データの収集及び整理、   

実際に活用される具体的ツールの素案作成等を行う、フードガイド（仮称）策定検討   

作業部会（以下、「作業部会」という。）を設置する。   

2 検討事項  

（1）フードガイドの策定に当たり必要な情報の収集・整理  

（2）フードガイド素案の作成  

（3）その他必要な事項  

3 構成・運営  

作業部会の構成員は以下のとおりとする。（五十音順）  

伊藤 俊一 株式会社ジョナサン広報担当課長  

尾坂 昇治 株式会社シナジー代表取締役  

小城 哲郎 全国飲食業生活衛生同業組合連合会専務理事  

高橋 東生 聖徳大学助教授  

武見ゆかり 女子栄養大学教授  

中村 和代 株式会社朝日エル取締役  

早渕 仁美 福岡女子大学数按  

針谷 順子 高知大学教授  

三森伸二郎 株式会社ローソン品質管理本部品質管理部シニアテクノロジスト  
宮川 誠一 株式会社ライフコーポレーション  

首都圏販売促進部首都圏販売演出課長  

吉池 信男 独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画・評価主幹（座長）  

その他作業に必要な者  

4 事務局  

検討会の事務局は、厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室及び農林水屋省消費   

・安全局消費者情報官において行う。  

第1回 平成16年12月24日  

フードガイド（仮称）のねらいについて  

第2回 平成17年3月7日  

フードガイド（仮称）を構成する内容について  

フードガイド（仮称）の名称について  

第3回 平成17年3月31日  

フードガイド（仮称）のデザイン及び名称について  

ターゲットを絞った問顆提起について   

※「フードガイド（仮称）の名称及び構成内容等の考え方」について  

のパブリックコメントの実施（平成17年4月13～22日）   

第4回 平成17年4月26日  

フードガイド（仮称）の普及活用戟暗について   

第5回 平成17年5月31日  

フードガイド（仮称）の図案について  

フードガイドのターゲット編実について  

フードガイド（仮称）検討会報告書骨子案につい・て   

第6回 平成17年6月21日  

フードガイド（仮称）のデザイン及び名称の決定  

フードガイド（仮称）検討会報告書案の検討   

第7回 平成17年7月5日  

フードガイド（仮称）検討会報告書案の検討について  

Tl  

59   58  



lっ分＝  ＝互〕＝・＼、き垂シ こはん小盛り1杯 おに乱川正  負パン1枚  0－ルパン2臆  

ユバケツティー   
l．5っ分＝  2っ分∴＝   

こはん中温り1杯  うとん1拝   もりモぱ1挿  




